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そ
れ
で
も
所
有
者
が
従
わ
な

い
場
合
に
は
行
政
代
執
行
の

措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、

命
令
を
行
っ
て
い
る
特
定
空

き
家
は
な
い
が
、
今
後
、
能

登
町
空
き
家
対
策
検
討
委
員

会
に
て
命
令
し
、
従
わ
な
い

場
合
は
行
政
代
執
行
に
踏
み

切
る
こ
と
に
な
る
。

いっぱん質問

❷❸ 2016.11 のとちょう議会だより第 46 号

いっぱん質問

9 月定例会議の一般質問

問
　
「
ま
だ
住
め
る
空
き
家
対

策
」
と
「
危
険
な
空
き
家
対

策
」
に
つ
い
て
、
ど
ち
ら
も

対
策
を
講
じ
る
た
め
に
は
窓

口
を
１
本
化
で
き
な
い
か
。

答　

町
長

　

住
む
こ
と
が
可
能
な
定
住

家
屋
に
つ
い
て
は
、
能
登
町

定
住
促
進
協
議
会
が
担
当
窓

口
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
21

年
度
か
ら
定
住
に
関
す
る
情

報
を
集
約
し
、
空
き
家
バ
ン

ク
で
住
ま
い
と
仕
事
な
ど
総

合
的
な
情
報
提
供
や
支
援
を

行
い
、
定
住
促
進
を
図
っ
て

い
る
。
ま
た
、
総
務
課
で
は
、

こ
れ
ま
で
適
正
な
管
理
が
行

わ
れ
ず
、
倒
壊
の
恐
れ
や
、

景
観
を
損
な
う
な
ど
問
題
の

あ
る
空
き
家
を
「
特
定
空
き

家
」
と
し
、
諸
問
題
の
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
窓
口

の
１
本
化
は
行
政
サ
ー
ビ
ス

上
、
大
変
重
要
で
あ
り
、
相

談
に
来
ら
れ
た
方
に
は
、
で

き
る
だ
け
迷
惑
が
か
か
ら
な

い
よ
う
な
対
応
を
心
掛
け
た

い
。 問

　

介
護
職
員
の
就
業
形
態
は
、

非
正
規
職
員
に
依
存
し
施
設

系
で
は
40
代
が
主
流
で
訪
問

系
で
は
60
代
が
３
割
を
占
め
、

い
ず
れ
も
女
性
が
主
流
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
国
は
あ
ら

ゆ
る
施
策
を
総
動
員
し
て
２

０
２
０
年
ま
で
に
新
た
に
25

万
人
の
介
護
職
員
確
保
に
取

り
組
む
と
し
て
い
る
が
、
当

町
の
５
年
・
10
年
後
の
必
要

人
材
確
保
の
取
り
組
み
は
ど

う
な
の
か
。

維
持
管
理
、
特
に
草
刈
り
に

つ
い
て
聞
く
。

答　

町
長

　

道
路
に
つ
い
て
は
道
路
河

川
愛
護
と
い
う
こ
と
で
国
・

県
道
は
も
と
よ
り
町
内
道

路
、
河
川
の
草
刈
り
や
ゴ
ミ

清
掃
活
動
を
町
民
協
力
の
も

と
、
実
施
し
て
い
る
。
河
川

管
理
に
お
き
ま
し
て
は
、
氾

濫
が
予
想
さ
れ
る
箇
所
の
堆

積
土
砂
の
浚
渫
等
行
っ
て
い

る
が
、
広
範
囲
で
あ
り
対
応

不
足
箇
所
も
あ
る
と
思
う
。

　

ま
た
、
河
川
敷
の
除
草
や

道
路
に
覆
い
か
ぶ
さ
っ
た
支

障
木
伐
採
に
つ
い
て
は
、
特

に
危
険
と
判
断
し
た
箇
所
を

優
先
し
て
対
応
し
た
い
。
県

管
理
の
道
路
河
川
に
つ
い
て

は
、
県
当
局
と
連
携
し
て
交

通
確
保
と
災
害
対
応
に
取
り

組
み
た
い
。

問　空き家対策の窓口は１本化できないか

答　大変重要であり、相談者の立場で対応したい

問　

５
年
・
10
年
後
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
人
員
数
は

答
　
介
護
従
事
者
の
不
足
を
招
か
な
い
取
組
を
し
て
い
く

小路　政敏　議員

酒元　法子　議員

答　

町
長

　
現
在
、
町
の
12
施
設
で
２

９
３
名
の
方
が
従
事
さ
れ
、

50
代
以
上
が
多
く
将
来
大

量
退
職
が
予
想
さ
れ
、
人
材

不
足
が
懸
念
さ
れ
る
。
必
要

な
人
材
数
の
推
計
が
難
し
い

が
、
現
状
を
保
っ
て
不
足
を

招
か
な
い
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
く
。

問　道路や河川の維持管理　特に草刈りについて

答　町民の協力を得て清掃や草刈りに努めている

問
　

土
砂
災
害
や
河
川
災
害
等

が
発
生
し
や
す
い
時
期
は
路

肩
や
堤
防
・
法
面
、
砂
溜
に

草
木
が
青
々
と
茂
っ
て
い
る

が
道
路
機
能
や
河
川
機
能
の

※危険な空き家（インターネットより）

問
　

特
に
危
険
な
空
き
家
は
、

町
が
代
執
行
で
き
な
い
か
。

答　

町
長

　
平
成
27
年
５
月
に
国
が
、

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
を
施
行
し
、

行
政
代
執
行
は
条
例
で
規
定

さ
れ
て
い
な
く
て
も
実
施
で

き
る
。
法
に
は
、
立
入
調
査
、

指
導
、
勧
告
、
命
令
を
行
い
、

問
　

特
に
危
険
家
屋
に
対
す
る

指
導
・
命
令
等
の
手
続
き
は

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
、
必
要

と
な
っ
た
家
屋
の
解
体
の
費

用
負
担
は
。

答　

町
長

　
現
在
約
60
軒
を
危
険
家

屋
と
し
て
調
査
し
て
い
る
が
、

対
策
が
必
要
と
す
る
家
屋
の

手
続
き
は
、
区
長
、
町
内
会

長
、
地
区
住
民
の
方
々
か
ら

情
報
提
供
を
い
た
だ
き
、
職

員
が
実
態
調
査
を
行
う
。
所

有
者
、
土
地
地
番
、
登
記
簿

等
の
調
査
と
、
建
物
の
老
朽

度
、危
険
度
な
ど
影
響
調
査
、

改
善
指
導
箇
所
の
確
認
を
行

う
。
そ
の
調
査
結
果
に
基
づ

き
、
能
登
町
空
き
家
等
対
策

検
討
委
員
会
に
諮
る
。
空
き

家
等
解
体
事
業
補
助
金
に
つ

い
て
は
、
解
体
が
必
要
と
な
っ

た
場
合
は
、
解
体
費
用
の
３

分
の
１
で
50
万
円
を
限
度
に

補
助
金
を
出
す
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。



問
　

歴
史
あ
る
水
産
科
（
現
、

水
産
コ
ー
ス
）
は
、
今
後
の

漁
業
を
担
う
人
材
の
養
成
の

場
と
し
て
、
充
実
さ
せ
る
べ

き
だ
。
近
年
、
漁
業
に
就
業

を
希
望
す
る
生
徒
も
続
い
て

い
る
。
こ
れ
に
応
え
る
の
が

政
治
で
あ
る
。
ま
た
、
今
、

こ
の
時
に
漁
業
後
継
者
を
育

成
す
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の

最
重
要
の
課
題
で
あ
る
。
今

回
の
質
問
に
つ
い
て
、
議
会

の
『
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
特
別
委
員
会
』
で
議
論

し
、
町
へ
の
政
策
提
言
と
し

❹

いっぱん質問

問　子ども議会を傍聴して

答　子どもたちが夢を抱き一体感を感じる環境にしたい
市濱　等　議員

問　

大
き
な
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

答
　
計
画
の
変
更
は
住
民
、
議
会
に
説
明
す
る

※市濱議員が提案する道路整備構想

2016.11 のとちょう議会だより第 46 号❺

いっぱん質問

た
い
。
そ
の
際
に
は
、
町
長

も
関
係
各
方
面
へ
働
き
か
け

を
お
願
い
し
た
い
。

答　

町
長

　

歴
史
あ
る
能
登
高
校
は
、

地
域
と
町
に
と
っ
て
、
大
切

な
高
校
で
あ
る
。
存
続
を
願

っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、

県
の
教
育
委
員
会
に
も
、
事

あ
る
ご
と
に
お
願
い
し
て
き

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
水
産

科
を
希
望
す
る
生
徒
の
減
少

が
県
教
委
の
判
断
と
な
っ
て

い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

　

私
は
、
生
徒
の
可
能
性
の

幅
を
広
げ
る
の
も
教
育
で
あ

り
、生
徒
の
選
択
肢
と
し
て
、

水
産
科
を
残
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
今
後
も
、
根
気
よ

く
お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
行
政
だ
け
が
声
を
上

げ
て
い
て
も
進
ま
な
い
、
水

産
業
に
携
わ
る
皆
様
の
声
も

聞
き
な
が
ら
町
と
し
て
、
で

き
る
限
り
の
こ
と
は
し
て
い

き
た
い
。

問
　

町
民
に
安
心
感
を
与
え

る
、
災
害
時
に
無
料
で
使
用

で
き
る
公
衆
電
話
（
特
設
の

公
衆
電
話
も
含
め
）
を
設
置

す
る
べ
き
、
ま
た
、
次
回
、

災
害
マ
ッ
プ
の
作
成
時
に

は
、
公
衆
電
話
の
設
置
場
所

の
明
記
も
お
願
い
し
た
い
。

答　

町
長

　

現
在
、
51
箇
所
の
指
定
避

難
所
の
う
ち
、
屋
内
の
も
の

と
避
難
所
か
ら
１
０
０
メ
ー

ト
ル
以
内
に
あ
る
公
衆
電
話

の
数
は
、
25
箇
所
に
な
っ
て

い
る
。
今
後
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
調

整
を
し
、
計
画
的
に
で
き
る

だ
け
多
く
設
置
し
て
い
き
た

い
。ま
た
、次
回
の
防
災
マ
ッ

プ
の
作
成
時
に
は
、
公
衆
電

話
の
設
置
場
所
や
災
害
伝
言

ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
を
含
め
て
、

よ
り
わ
か
り
や
す
い
も
の
に

し
た
い
。

そ
の
他
質
問

問　

公
衆
ト
イ
レ
を
最

前
線
の
お
も
て
な
し
拠

点
と
の
視
点
で
、
清
掃

整
備
を
！

　

町
内
公
衆
ト
イ
レ
管
理
の

あ
り
方
が
、
観
光
客
に
と
っ

て
、
次
回
の
リ
ピ
ー
タ
ー
に

な
る
か
否
か
が
か
か
っ
て
い

る
。
町
の
一
元
管
理
の
下
で

整
備
願
い
た
い
。

　
答　

町
長

　

観
光
地
に
つ
な
が
る
途
中

の
公
衆
ト
イ
レ
は
、
清
潔
で

衛
生
的
で
、
安
心
感
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
の
こ
と

が
利
用
者
に
提
供
で
き
る
お

も
て
な
し
と
な
る
。

　

今
後
の
対
策
と
し
て
、
ト

イ
レ
内
に
連
絡
先
の
掲
示
や

町
内
の
ト
イ
レ
マ
ッ
プ
の
作

成
な
ど
、
町
と
し
て
の
統
一

し
た
お
も
て
な
し
ト
イ
レ
の

要
件
を
検
討
し
、
維
持
管
理

の
ほ
か
、
回
収
や
整
備
も
含

め
て
進
め
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
者

　

向
峠　

茂
人　
　

議
員
）

田端　雄市　議員

問　県内唯一、能登高校の水産学科課程の充実を！

問　

町
の
防
災
体
制
に
お
い
て
、
災
害
時
の
通
信
連
絡

手
段
と
し
て
、
全
指
定
避
難
所
に
公
衆
電
話
の
設
置
を

問
　

テ
ニ
ス
資
料
館
が
オ
ー
プ

ン
し
た
が
、
Ｐ
Ｒ
不
足
で
な

い
か
。

　

学
校
統
合
は
、
設
備
統
合

だ
け
で
な
く
合
同
授
業
等
切

磋
琢
磨
す
る
時
間
の
共
有
の

提
供
が
大
切
と
思
う
が
。

　

海
岸
線
の
美
化
活
動
町
民

全
員
参
加
の
活
動
は
、
可
能

か
。
音
楽
専
用
文
化
ホ
ー
ル

は
子
ど
も
た
ち
の
夢
を
か
な

え
、
多
く
の
町
民
が
待
ち
望

ん
で
い
る
施
設
だ
。
二
次
総

合
計
画
の
人
づ
く
り
に
合
致

す
る
の
で
な
い
か
。

答　

町
長

　
展
示
品
の
情
報
発
信
や
人

脈
を
生
か
し
た
魅
力
度
ア
ッ

プ
に
努
め
る
。
学
校
統
合
は

地
域
の
意
向
、
子
ど
も
の
目

線
で
教
育
を
考
え
統
合
を
進

め
る
。
海
洋
教
育
を
中
心
に

子
ど
も
た
ち
の
交
流
を
深
め

る
。

　

海
岸
線
清
掃
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
広
め
た
い
。

音
楽
専
用
ホ
ー
ル
は
、
早
急

な
対
応
は
困
難
と
考
え
て
い

る
。

問
　

大
き
な
事
業
、
当
初
聞
い

た
内
容
と
金
銭
的
、
事
業
内

容
も
大
き
く
変
化
す
る
。
事

業
に
取
り
掛
か
る
前
に
本
質

目
標
を
明
確
に
し
、
着
工
前

に
も
っ
と
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。

　

消
防
宇
出
津
分
署
の
財
源

組
み
換
え
、
駐
車
場
や
訓
練

ス
ペ
ー
ス
が
重
複
し
て
い
る

が
、
こ
の
整
合
性
は
ど
う
な

の
か
。

　

ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
整
備
は
ど

う
な
の
か
。

　

都
市
イ
ン
フ
ラ
は
道
路
整

備
だ
が
、
桜
峠
か
ら
鶴
町
、

梅
ノ
木
、
田
ノ
の
浦
、
真
脇

小
木
、
松
波
へ
直
線
で
行
け

る
よ
う
な
道
路
整
備
が
必
要

と
考
え
る
が
。
観
光
客
や
住

民
の
導
線
が
重
要
だ
。

答　

町
長

　
分
署
は
計
画
財
源
の
組
み

換
え
は
あ
る
が
最
善
の
対
策

だ
。
ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
災
害
時

に
活
用
し
た
い
。

　

取
得
し
た
事
業
に
必
要
な

土
地
も
町
の
管
理
と
し
た

い
。
道
路
に
関
し
て
は
、
壮

大
な
構
想
を
聞
き
あ
り
が
た

い
。

桜峠

松波バイパス
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平
成
28
年
９
月
６
日
に
開

会
し
た
第
５
回
能
登
町
議

会
９
月
定
例
会
議
は
15
日
に

委
員
長
報
告
や
採
決
が
行
わ

れ
、
閉
会
し
ま
し
た
。
町
長

か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
20
件

は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
、
請
願
２
件
は
採
択
と
な

り
ま
し
た
。
採
択
さ
れ
た
請

願
は
次
の
と
お
り
。

○
請
願
第
２
号 

　
　
　

小
浦
漁
港
の
整
備
促
進
に
つ

い
て

○
請
願
第
３
号 
　
　
　

町
道
小
木
11
号
線
道
路
拡
幅

に
関
す
る
請
願
書

　

ま
た
、追
加
日
程
が
あ
り
、

発
議
２
件
と
発
委
１
件
が
提

出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
発
議
に
つ

い
て
は
、「
議
会
議
案
」
で

詳
細
に
記
載
。発
委
１
件
は
、

決
算
特
別
委
員
会
の
南
正
晴

委
員
長
が
提
案
理
由
を
説
明

し
、
質
疑
、
討
論
は
な
く
、

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
可
決
さ
れ
た
発
委
は

次
の
と
お
り
。

・
発
委
第
１
号　
　
　
　
　

事
務
検
査
に
関
す
る
決
議
に

つ
い
て

　

こ
の
奨
学
金
制
度
は
、
国

立
大
学
、
私
立
大
学
と
も
授

業
料
が
高
止
ま
り
し
て
い
る

こ
と
な
ど
が
背
景
と
な
っ

て
、
利
用
者
は
２
０
１
６
年

度
大
学
生
ら
の
約
４
割
に
あ

た
る
１
３
２
万
人
と
増
加
傾

向
に
あ
る
一
方
、
非
正
規
雇

用
な
ど
に
よ
っ
て
卒
業
後
の

収
入
が
安
定
せ
ず
、
奨
学
金

の
返
済
に
悩
む
人
が
少
な
く

な
い
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
政
府
は

６
月
２
日
に
閣
議
決
定
し
た

「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ

ラ
ン
」
に
お
い
て
、
返
済
不

　

　

９
月
議
会
定
例
会
議
に
お

け
る
議
員
提
出
議
案

●
発
議
第
３
号　

返
済
不
要

の
「
給
付
型
奨
学
金
」
の
創

設
及
び
無
利
子
奨
学
金
の
拡

充
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い

て■
要
望
内
容

　

現
行
の
国
の
奨
学
金
制
度

は
、
独
立
行
政
法
人
・
日
本

学
生
支
援
機
構
を
通
じ
て
学

生
に
貸
与
し
、
そ
の
返
済
金

を
次
世
代
の
奨
学
金
の
原
資

と
す
る
形
で
運
営
さ
れ
て
い

る
。

❻

９月定例会議
　　

　

　

要
の
「
給
付
型
奨
学
金
」
の

創
設
を
検
討
す
る
こ
と
を
盛

り
込
ん
だ
。

　

現
在
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
加
盟

す
る
34
か
国
の
う
ち
、
給
付

型
奨
学
金
制
度
が
な
い
の
は

日
本
と
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
だ
け

で
あ
る
。

　

よ
っ
て
政
府
に
お
い
て

は
、
納
税
者
で
あ
る
国
民
の

理
解
も
得
つ
つ
、
学
生
が
安

心
し
て
勉
学
に
励
め
る
よ

う
、
返
済
不
要
の
「
給
付
型

奨
学
金
」
の
創
設
や
無
利
子

奨
学
金
の
拡
充
な
ど
具
体
的

な
経
済
支
援
策
と
し
て
、
次

の
事
項
に
つ
い
て
取
り
組
む

こ
と
を
強
く
求
め
る
。

○
第
一
点
目

　

学
ぶ
意
欲
の
あ
る
若
者
が

経
済
的
理
由
で
進
学
を
断
念

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
奨

学
金
や
授
業
料
減
免
な
ど
の

支
援
を
拡
充
す
る
と
と
も

に
、
貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切

る
た
め
、
２
０
１
７
年
度
を

目
途
に
給
付
型
奨
学
金
を
創

設
す
る
こ
と
。

○
第
二
点
目

　

希
望
す
る
す
べ
て
の
学
生

等
へ
の
無
利
子
奨
学
金
の
貸

与
を
め
ざ
し
、「
有
利
子
か

ら
無
利
子
へ
」
の
流
れ
を
加

速
す
る
と
と
も
に
、
無
利
子

奨
学
金
の
残
存
適
格
者
を
直

ち
に
解
消
す
る
こ
と
。 

○
第
三
点
目

　

低
所
得
世
帯
に
つ
い
て

は
、
学
力
基
準
を
撤
廃
し
無

利
子
奨
学
金
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
。

○
第
四
点
目

　

返
還
月
額
が
所
得
に
連
動

す
る
新
所
得
連
動
返
還
型
奨

学
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
制

度
設
計
を
着
実
に
進
め
、
既

卒
者
へ
の
適
用
も
推
進
す
る

こ
と
。
併
せ
て
、
現
下
の
低

金
利
環
境
を
踏
ま
え
、
有
利

子
奨
学
金
の
金
利
を
引
き
下

げ
る
こ
と
。

●
発
議
第
４
号　

無
年
金
者

対
策
の
推
進
を
求
め
る
意
見

書
に
つ
い
て

■
要
望
内
容

　

年
金
の
受
給
資
格
期
間
の

短
縮
は
、
無
年
金
者
対
策
の

観
点
及
び
将
来
の
無
年
金
者

の
発
生
を
抑
制
し
て
い
く
観

点
か
ら
、
２
０
１
２
年
２
月

に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
社
会

保
障
・
税
一
体
改
革
大
綱
」

に
明
記
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。

　

２
０
０
７
年
調
査
に
お
け

る
、
無
年
金
見
込
者
を
含
め

た
無
年
金
者
数
は
最
大

１
１
８
万
人
で
、
こ
の
う
ち

65
歳
以
上
の
無
年
金
者
は
最

大
42
万
人
と
推
計
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、厚
生
労
働
省
は
、

仮
に
受
給
資
格
期
間
を
10
年

に
短
縮
す
れ
ば
、
無
年
金
者

の
約
４
割
に
あ
た
る
17
万
人

が
受
給
権
を
得
る
可
能
性
が

あ
る
と
し
て
い
る
。

　

諸
外
国
に
お
け
る
年
金
の

受
給
資
格
期
間
に
目
を
向
け

た
場
合
、
例
え
ば
、
ア
メ
リ

カ
、
イ
ギ
リ
ス
は
10
年
、
ド

イ
ツ
は
５
年
、
フ
ラ
ン
ス
及

び
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
受
給
資

格
期
間
を
設
け
な
い
な
ど
、

日
本
は
他
国
に
比
べ
明
ら
か

に
長
い
こ
と
が
読
み
取
れ

る
。

　

安
倍
総
理
は
、本
年
６
月
、

世
界
経
済
が
減
速
す
る
リ
ス

ク
を
回
避
す
る
と
と
も
に
、

デ
フ
レ
か
ら
脱
却
し
、
経
済

の
好
循
環
を
確
実
に
す
る
た

め
、
２
０
１
７
年
４
月
に
予

定
し
て
い
た
消
費
税
率
10
％

へ
の
引
き
上
げ
を
２
年
半
再

延
期
す
る
こ
と
を
表
明
し
た

が
、
こ
の
無
年
金
者
対
策
に

つ
い
て
は
本
年
８
月
に
示
さ

れ
た
政
府
の
「
未
来
へ
の
投

資
を
実
現
す
る
経
済
対
策
」

に
お
い
て
、
そ
の
実
施
が
明

記
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
政
府
に
お
い
て

は
、
必
要
な
財
源
の
確
保
を

含
め
、
安
心
の
社
会
保
障
の

実
現
を
図
る
た
め
、
早
急
に

次
の
事
項
に
つ
い
て
取
り
組

む
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

○
第
一
点
目

　

無
年
金
者
対
策
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
年

金
の
受
給
資
格
期
間
を
25
年

か
ら
10
年
に
短
縮
す
る
措
置

に
つ
い
て
、
２
０
１
７
年
度

中
に
確
実
に
実
施
で
き
る
よ

う
必
要
な
体
制
整
備
を
行
う

こ
と
。

「
議
　
会
　
議
　
案
」

９月定例会議

提案理由を説明する、金七祐太郎議員

第５回能登町議会 9月定例会議

○
第
二
点
目

　

低
年
金
者
へ
の
福
祉
的
な

措
置
と
し
て
最
大
月
額
５
，

０
０
０
円
（
年
６
万
円
）
を

支
給
す
る
「
年
金
生
活
者
支

援
給
付
金
」等
に
つ
い
て
は
、

財
源
を
確
保
し
た
上
で
、
で

き
る
だ
け
早
期
の
実
施
を
め

ざ
す
こ
と
。

　

以
上
、
２
件
を
議
会
議
案

と
し
て
、
９
月
15
日
に
追
加

提
出
し
、
発
議
第
３
号
は
起

立
多
数
で
、
発
議
第
４
号
は

起
立
全
員
で
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
、
各
関
係
機
関
に

提
出
し
た
。

町民の声を募集
　議会は町民からの議会運営などに関する要

望、ご意見をいただき、議会運営に反映したい

と考えています。

　議会傍聴しての感想や意見、町政や地域社会

の発展に関心がある方のご意見など多くの町民

の声を掲載させていただきます。

　まずは議会事務局までご連絡をください。お

待ちしています。電話番号６２－８５４０
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７
月
か
ら
９
月
の
主
な
議
会
活
動

７
月
１
日　

流
山
市
正
副
議
長
来
訪

７
月
14
日　

岐
阜
県
羽
島
郡
町
村
議
会
議
長
会
行
政
視
察

７
月
15
日　

全
員
協
議
会　

議
会
運
営
委
員
会

７
月
19
日　

能
登
総
合
開
発
促
進
協
議
会
理
事
会
・
総
会
︵
県
議
会
庁
舎
︶

７
月
20
日　

広
報
編
集
特
別
委
員
会

７
月
22
日　

石
川
県
戦
没
者
慰
霊
式
︵
県
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
︶

７
月
26
日　

正
副
議
長
・
委
員
長
研
修
会
︵
津
幡
町
文
化
会
館
︶

7
月
28
日　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
特
別
委
員
会
ひ
と
分
科
会

８
月
１
日　

議
会
運
営
委
員
会

８
月
８
日　

全
員
協
議
会　

第
４
回
能
登
町
議
会
８
月
会
議

８
月
９
日　

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会　
　
　
　
　

８
月
17
日　

石
川
県
町
村
議
会
議
長
会
議
員
・
監
査
委
員
合
同
研
修
会
︵
津
幡
町
文
化
会
館
︶

８
月
19
日　

能
登
地
区
町
議
会
連
絡
会
議
員
研
修
会
︵
や
な
ぎ
だ
荘
︶

８
月
25
日　

高
知
県
四
万
十
町
議
会
行
政
視
察　

８
月
26
日　

能
登
町
子
ど
も
議
会

８
月
29
日　

議
会
運
営
委
員
会

９
月
２
日　

全
員
協
議
会

９
月
６
日　

第
５
回
能
登
町
議
会
９
月
定
例
会
議
︵
議
案
上
程
︶

９
月
７
日     

常
任
委
員
会

９
月
13
日　

第
５
回
能
登
町
議
会
９
月
定
例
会
議
︵
一
般
質
問
︶

９
月
15
日　

第
５
回
能
登
町
議
会
９
月
定
例
会
議
︵
採
決
︶　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

9
月
15
日　

議
会
運
営
委
員
会

次の定例会議は 12 月６日開会です。
　　　　議会の日程については、決定しだい町のホームページ、または有線テレビでお知らせしています。

　　　　ぜひ傍聴にお越しください。議場が昨年 3 月より能都庁舎に変わっております。ご意見などありま　　
　　　したら、下記事務局へご連絡ください。

　　
定
数
が
18
人
か
ら
14
人
に
な
り
、

ま
た
、
通
年
の
会
期
制
が
導
入
さ

れ
て
か
ら
２
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

議
会
の
組
織
の
在
り
方
も
改
革

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

そ
の
ひ
と
つ
に
常
任
委
員
会
の

改
正
が
あ
り
ま
す
。
議
員
と
執
行

部
が
町
民
の
た
め
に
議
論
し
合
え

る
組
織
づ
く
り
を
目
指
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

委　

員　

金
七
祐
太
郎

編
集
後
記

※表紙の写真は、宇出津小学校の恒例行事で、宇出津新の商店

街をスタートし、一周約 800 ｍのコースを 1・2 年生は 1 周、3・

4 年生は 2 周、5・6 年生は 3 周走って順位を競った。

　    

広
報
編
集

    

　
特
別
委
員
会

  

委  

員  

長 

田
端
　
雄
市

  

副
委
員
長 

金
七
祐
太
郎

  

委
　
　
員 

小
路
　
政
敏

　
　
　
　   

酒
元
　
法
子

　
　
　
　   

椿
原
　
安
弘

　
　
　
　   

南
　
　
正
晴


